
|     コ スタ ・リカ の ハ エ ト リ グ モ 2種

L_ 池 田 博 明

今回の研修旅行で,筆 者は主にハエ トリグモ科  に はこの属に属する種が多い。この種のメスでは

のクモを調査 した。旅行に先んじて,谷 川明男氏  腹 背の模様が一面に黒いど物″ο髭 型から点と線の

からは Chickeringの「バ ナマのハ エ トリグモ」 ″ 物″α型,その中間型といった色彩多型が知られ

(1946)と Ncntwigの 『パナマのクモ』(1993),  て いる。本個体は典型的な 筋物すoα型のものである

高橋登氏からは B ryantの「キ ューバの クモ 」  (Chickering 1946)。 こ の種の多型については

(1940)を 借用することが出来た。おかげで,中  Galianoの 報告 (1981a,1981b)が ある。

米の クモの研究史や文献について調べることがで

きたが,原 稿の〆切までに今EDl観察 した種で正確     P釘 つク″Sクα力 ″′″ (Alldoin)

に同定できたハエ トリグモは 2種 にすぎない。ク       〔 チ ャス ジハ エ トリ〕

モのなかで もハエ トリグモ科は熱帯起源と考えら

れ,コ スタ・リカでは 149種,そ の隣国パナマでは   1994年 8月 5日 , トル トゲーロの村のおみや

237種が記録 されている。この数はコスタ・リカの  げ もの店の内部をオス成体が俳徊 していた。日本

クモの全種 779種の うちの 191%,パ ナマの場合  で も主に室内に普通に生息 している種で,世 界共

も全梅 1223種の うちの 194%に 当り (Nentwig  通 種である。

1993),も っとも優占した科である.
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動 ガα′夕属は日本では知られていないが,新 大陸
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コスタ・リカで見 た

1 コ ガネヒメクモの一種の段状網

東京クモ談話会会員恒例の夜間観察に出かけた

1994年 7月 29日,興 味深い網を見た。場所はマ

レンコ生物基地内の熱帯雨林で,連 日の雨で足も

とは少 しぬかるんでいた。

発見者は先頭を行っていた谷川明男さん。道端

のかん木の葉の裏にコガネヒメグモの 一種 (日本

のコガネヒメグモはC力物ssθ属だが,こ の種は別の

Sソ θサα万″s属 らしい)が 網を張 っていた。網は上

部の居住域 rettdent arcaと下部の捕獲域 trap a

reaから成 り, 上部の不規則部には 3個 の卵の う

があった。興味深いのは規則的な構造をもつ捕獲

域 (最大長40cm)であった。

階段状の横糸の間に2～ 3木 の粘球糸が張 られ

クモの奇 妙 な生 態 2例

県立山北高等学校   池  田  博  明

ており,段 のPBlは約 2 cmで,粘 球糸には 6～ 8 1tl

の粘球かあった (図 1)。

日本のコガネヒメグモ C力炒ssθ υ夕″物Sチクの捕獲

域は,上 部の不規則網の部分から垂 ドした複数本

の粘球糸から成 っている、それに比べて本種は網

が階段状であることで,き わたった特徴をもって

いた。このような規則的な構造をもった網がどの

ように造られるのか,製 味深い。

酌の中に弱々しくゆれる粘球糸は懐中電灯の明

りでキラキラ輝き,私 たち一同 (谷川,回 副,後

藤,平 松,安 日.甲 田,私 )は その美 しさに児と

れるのだった。

なお, この属の網形はCoddingion(1986)に

写真が出ていた。

図 2
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2 糸 で葉上の卵のうをガードするクモ

1994年 7月 30日の夜間観察はマレィコの海岸

林に出かけた。メンバーは後藤,甲 田,泉 ,私 の

4名 。日中 シロガオオマキザルの群れを見たとこ

ろまで行って,ゆ っくり引き返す途中,後 藤好正

さんが奇妙な待機姿勢をとっているクモに気がつ

いた。枝と枝の間に横に張 られた 1本の糸が見え

る。このまん中に枯れ葉が縦にぶら下がっていた。

一見,糸 にかかった枯れ棄のように見えるのだ

が,そ うではない。ちゃんと枯れ葉の表面にピッ

タリ体をつけたクモがいるのだった。つまり,こ

のクモは後脚で糸にぶら下がりなが ら,枯 れ葉を

抱えているのだ(図2)。

昼 も夜 もクモのあまり見つからない状態が続い

て,気 落ちしていた私はこのクモを見て元気を取

り戻 した。

いったいなんのために枯れ葉を抱え込んでいる

のだろう。注意深 く探すと,さ らに 2頭 ,同 種の

クモが見つかった。 1頭 は大きく,や はり枯れ葉

をしっかり抱え込んでいた。このクモは飛んでい

た蛾を近づけても全く反応 しなかった。よく見る

と葉の表面にびっしり産卵 していた。なるほどク

モは葉上の卵の うをガー ドしていたのた。そのこ

予端

とに気がついてから,最 初のクモを見直すと,や

はり葉の表面に産卵 していた。この 2頭 はずいぶ

ん大きさが異なるのに。どちらもメスの成体だっ

たのだ。

3頭 目は葉を抱えていない状態で,た だ糸にぶ

ら下がっていた。頭を下にして前脚は下方に垂れ

下かっている。前脚は開いておらず,飛 ぶ虫を捕

獲する体勢としては中途半端な感 じがする。観察

のため近づ くと,校 に体をぴったり付けてしまっ

た。形といい,色 といい,完 全に枝に同化 してし

まって,見 分けられないくらいだ。色模様はまる

で日本の ヒシガタグモ Eクガs″″″Sのγガ%ガSだ が,形

態はまったく異なっている。よく見るとこの 3頭

目はオスの成体だった。

これまでに見たことのない形態,生 態のクモで,

科も見当がつかない。帰 って調べる楽 しみのひと

つになった (図3)。 眼は6眼で日本なら単性域類

と分類されるクモである。
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図 3.メ スの外雌器とオスの触肢
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動 物 と 植 物 の 相 互 作 用       |
県立山北高等学校   池  田  博  明

   |

熱帯には進化の話題としてとりあげられる良い

例が多い。私たちのツアーガイドをつとめてくれ

たルTデ ィRu d y (ロ ドルフォRo d o l f o )の解説に

も,c o  e v o l u t i o n (共進化)や co n v e r g e n c e (収

れん進化), divergcllcc or diverslon (適応放散

または分散)と いった進化生物学の用語が多かっ

ためまた,symbiOSs(共 生)や parasite(寄生

者).polination(受粉)に関することも進化生物

学の主要なテーマであるが,こ ういった解説も多

かった。彼は大学で進化生物学や生態学を学んだ

とい う。お茶の時間にフレートテク トニクスによ

る陸塊の変動と種分化の理論から,中 米の生物の

進化的な重要性を解説してくれた。

日本の高等教育では進化生物学や系統分類学は

離視されている。進化は 「I早科 I」 ではんの少 し

扱われていたが,現 生の生物の具体夕」に欠けてい

た.新 課程の 「生物 EJに は林り込まれているが・

「生物 工Jの 履修者はそればど多くないだろう。

日本のド1然観察会なとで,身 近な現象を進化に関

連 させた解説が普及するにはまだまた1時間がかか

るか もしれない。

今陣1のツアーで観察できた範囲で,進 化に関連

の深い動物と植物の相互作用の例を記録 してみた。

ガイドの解説を 「 Jで くくって示 したが,解 説

を裏言きする総料がほとんど入手できなかったの

で,lli確にI早解できていないところもあるかもL′

オlない。

1 受 粉と共進化

1)し め殺 し植物 角び″s sppと ハチ

マ レンコ生物基地の熱帯雨林にて, しめ殺 し植

物の成長を解説 した後で,「 この植物の受粉者は

ハチで,37種 中33種は金属光沢のあるハチです.

植物 とハチは腋特史的な対応をしており,ハ チが

絶減すると植物 も絶滅 して しまいます。llt物とハ

チは共進化 しました」 (7月 30日)

,び″s属 は イチジク属であるc 絞 殺木 (しめ殺

し植物)と して有名なのは東南アジアのアコウで

ある。 イチジク属の受粉は種特異的な イチジクコ

バチ (ブラストファーガ属お7クs力つ形ク評 )と いわ

れるハチが行っている。 ドイッのバース Barthが

書いた本 『昆虫と花』 (英訳版)で は昆虫と花の

Alli作用の代表例として巻頭に紹介されている。

この本は見事な線画が多く,見 て楽 しい本である。

日本の虫媒花 と見虫の例 は日中肇氏の 著詩

(1993)等 に詳しい。この本はLl中氏のアマチュ

アリズムとオリジナルな研究成果,そ して生態写

真が素晴らしい。

05mm

図 1 イ チジクとハチ

(B a r t h′ 1 9 9 1より)

2)ラ ンとハチ

トル トゲーロの宿合付近の トレイルにて,11の

いい小林和彦さんが高い樹の上にあるランの花と

花に集まるハチを発見,

「これはとても奇妙な状況です.こ のハチは花

か ら蜜をもらうことができません.ラ ンはフェロ

モンを出してハチを誘引し,花 紛を蓮んでもらう

のですJ(8月 5日 ,Fla朝)

被子植物は新生代に大発展 したが,特 に虫媒花



の形態は受粉者である見虫と関連 して多様な進化

をした。ハチに擬態 したランとハチの関係は有名

な例で. ランの受粉に関連 したハチは英語では,

オーキッド・ビーorchid beeと言われている。

3)綿 の木とコウモリ

マレンコの海岸林の所どころにココヤシに混 じ

って大変背の高い樹木が見られた。この木の実身

は 5裂 していた。

「この樹は効率良 く成長 して非常に高く・ 100

m近 くにもなります。 インディオはこの樹幹に孔

をあけ,な かの水を飲みました,花 は 5年 に一度,

夜間に咲き,臭 いでコウモリを誘引します。コウ

モ リが花粉媒介者となります。この樹の学名はセ

イバ ・ベンタンドラC力あαル″α%″冴句 で,ペ ン

タは 5を 意味しますJ(7月 30日)

この樹木は英名をsilk cotton treeといい,現

地で園田幸朗さんが指摘 しておられたが,東 南ア

ジアで有名なカポック掩中okと いう綿の樹と同種

の ものであった。カポックとはマレー語で綿のこ

とである。この属はアメリカ熱帯地域起源 らしい

(『世界有用植物事典』より)。

Co,ba  C,f″ ′々"″ァα
カボ ック, a - 7 を

図 2.ワ タの木 (「世界有用植物事典」より)

4)ア リを防衛する植物

トル トゲーロの宿舎付近の トレイルで,か ん木
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の上部につる性の小さなアケビに似た果実があっ

た。基を切ると中から白い乳液状のものが出てき

た。

「この食物の葉や基を切ると乳液状の汁が出ま

す。これはノリ状でアリが葉をかむことに対する

植物の防御機構として進化 しましたJ(8月 5日,

早朝)。

5)ハ チ ドリの盗蜜

ポアス火山では高山性ののどの赤いFiery―Thro―

ated Hummingittrdが多く見られた。このハチ ド

リは筒状花に穴をあけたり,マ ルハナバチが開け

た穴を利用して吸蜜するので,花 粉媒介者となら

ない。花にとっては迷惑な存在で,こ のような生

物を盗蜜苫という。 (8月 7日 )

通常, アメリカ大陸ではハチ ドリは重要な花粉

媒介者である。ハチ ドリだけが利用できるような

特殊な形を進化させた花が多い 一方,こ のような

盗蜜者 もいることは興味深い。

図 3.ハ チ ドリと花

(「The New Key to Costa RicaJよ り)

2 共 生 セ クロビアとア リ

マ レンコの熱帯林内に限 らず,あ ちこちに竹の

よ うな節のある木が見 られた。よ く見 ると表面に

は小さなア リかた くさん動きlD3ってお り,節 の近

くには小さな穴があって,盛 んにア リが出入 りし



ていた。

「このセクロどアCecropiaという植物はアリと

共生 しています。セクロビアはアリにタンハク質

その他の養分を与え, ア リはセクロビアを他の捕

食者から守っています。このアリをアステカアリ

といいますJ(7月 30日)。

トル トゲーロではアリと共生するというオレン

ジ色のランも見た (8月 5日 ,早 朝)じ

3 収 れん進化

ハチ ドリやアマツバメを見た後でこの小さな鳥

たちの弓について解説があった。アマツバメswi

ftはツバメという名前はついているが分類学的に

はツバメとは遠縁であり,ア マツバメ科とハチ ド

リ科はともにアマツバメロに分類されている,

「普通の鳥の肋官は 6本 だが,ハ チ ドリとアマ

ツバメの電は 8本 ある。翼にも余計な骨が 2本 あ

るためにハチ ドリは完/fNに実を開 じることができ

ません〕

アマツバメとハチドリは実なる科ですが,骨 の構

造には共通点があり,こ れは収れんの例ですJ

(7 )」301],  8ナ14 11)。

′ヒ↓の11,の構造と機能に関 しては資料を参考にす

ることか1出来なかった。ハチ ドリの停lL飛行は有

名なものなので,資 料はあると忠うか.

4 種 子散布者オオハシ

マ レンコにてオオハシを観察 した後で。

「オオハンの くちば しは非常に大きいために昆

虫をほじくり出 したり,種 子をとり出して食べた

りするのが難 しい。そこでオオハシは主に果実食

で,大 きなくちば しをソフトにかみ合わせて食べ

ます。 こばれた種子はあたりにまきちらされるの

で,オ オハンは種子散布をとして重要です。

また,キ ツツキの掘った穴を盗みとって自分の

巣に して しまいますJ(7月 30日)。

「コスタリカの鳥類』のオオハシKetjl一billed

Toucanの 解説文には 「大きな種子をもつアリレ

―卜型の果実 (Ⅵr0 1 a l  P r O t i u m )や,

の小さな種 「をもつベリー独,セ クロ

を食べるほか,見 虫やときには小形の

ビも食べるJと ある。

多 くの種類

ビアの花序

トカゲやヘ

図 4.オ オハシ

(「The New Key to Costa R16aJよ り)

他にも鳥類や動物に関 して単に名前を教えるの

ではなく,そ の種の生活と他の生物との相互作用

などを関連 させた解説が多かった。このようなエ

コロジカルなガイドはアメリカの自然保護思想の

影響なのかもしれないが、日本では可能だろうか。

もし外国人が日本のピ]然観察ツアーに来た場合

に自分にいったいどれだけの説明ができるたろう

か。非常に心 もとない感 じ力`する。

身近な野生の効植物を見るときのコツをまとめ

ておく必要を感 じた。それは高校の生物教育にも

生かせるものにちがいない.

参考文献
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8月 7日         (記  池 田  泉 )

今 日は,火 山に行 く人 と植物園に行 く人 とにわ

かれて行動 した。

私は火山の方に行 った。その火山はポアスとい

チ名称で,E■l立公園なので,POAS VOLCANO

NATIONAL PARKが 本称。標高 2708m。

目的地に到着するまでには,バ スからコーヒー

プランテーション, ス トロベ リープランテーショ

ン,牛 の放牧, シダのプランテーションなどが見

れた。なかでも, コーヒーの木は, とてもたくさ

ん植えてあったので,す ごくきれいに見えた。

山の中腹には, レス トランがあり,そ こでホセ

は昼食の予約をした。それか ら,す ぐそばに本の

置いてある店があるというので行 ってみたら,そ

こには土産物 もたくさんあった。どうやら土産物

屋だったようだ。そこでは,買 い物15分といって

いたのに,30分 位かかって しまった。で も,け っ

こうおもしろいものがいろいろあって,見 ている

だけでも楽 しめた。

店に寄り道をしたので,そ の後の山道をバスは

前よリスビー ドを速めて走っていた。

山頂は,国 立公園なので,入 域料をはらった。

かなり高い所なので,す ごく寒いかと思っていた

けれども,少 し涼 しい程度たった,バ スか ら降り

て,火 国のカルデラまで行 く道には,昨 日, トル

トゲーロか らの帰りに,峠 で見たオニブキがたく

さん生えていたが, これらは植えられたものらし

い。少 し広 くなっている場所が途中にあり,そ こ

では, リスとアルマジロか見れた。 リ スは, トレ

ールの入り回で,ち ょうど置き物のようなポーズ

をとっていた。アルマジロは,み んなでおいかけ

たら,こ わが って逃げたけれど,反 対狙」に回って

みたら,食 事をしているところが見れて, とても

よかった。それか ら火口に行 った。周辺の岩石は

かたそうに見えたけれと,凝 灰岩だったので,さ

わったらぼろぼろになるほどやわらかかった。火

回の煙の出ているところは,風 向きが良かったと

いうこともあるのか,か なりはっきりと見えた。

ここでは,記 念撮影をした。

本当なら,湖 かあるので,そ ちらも回る予定だ

ったが,ガ スが発生 していて危険だというので,

もとの道を戻った。来る時も通った広場には,鳥

の白骨死体があった。そこから・さっきリスのい

た トレールを歩いて駐車場まで行 くことにした。

そこでは, ファイヤ リー ・スローテッド・ハ ミン

グバー ドが見れた。この鳥は,光 があたると胸が

赤く見えるために, このような名前だそうだ,花

も,き のこも,き れいなものがあった。クモは,

気温のせいか,標 高のせいか,網 はいくつかあっ

たが,本 体にはほとんど出会わなかった。  .

12:15頃 に駐車場を出発 した。12:30分 に昼食

の場所に着きたいなどという無謀な考えのもと,

バスは山道, しかも下り坂をつっば しった。柵の

無い細めの橋 も.タ イヤが少々はみ出ているのに

そのまま進んだので,落 ちないかとはらはらしな

がらも,12:40前 後には,レ ス トランに活いて昼

食をとった。そこでは,最 初にジュース,つ まり

果物を ミキサーでくだいた生ジュースが111てきて,

それかとてもおい しか った。料す壇の出てくる川Rお

が,女 の人か先たったので,び っくりしたc

レス トランを1出発 して少 し行ったげiで,サ ッカ

ーをやっていた。それは,女 子チーム同士の試合

だった。日本で女 子チームはあまりないのに, コ

スタリカでは普通なのかな, と思った.

山道は,雨 が降っていたのに,サ ンホセに近づ

くにつれて止んできて,市 内は道がかわいていた

りして,そ の天候の変化 もおもしろかった。

博物館で,植 物園に行った人と合流 してからは

みんな一緒に行動 した。

火山では,今 まで本物ではなく,写 真で しか見

れなかったものを目にすることができて,と ても

量電な体験たった。
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「中米のスイスJと もいわれている小固,コ ス

タ・リカヘの研修は,生 物の海外研修の大きなテニ

マである
“
環太平洋

"の
束側の一角を知るという

観点で大きな興味が立、りました.現 地においては

ルドルフとホセの二人のカイドに意まれ,コスタ・

リカをはじめ中米の生物の特徴のi話を合めて,巧l

地の生物相を詳 しく教えてくれました。それどこ

ろか,早 朝観察から夜問観察にまでほとんど毎日

のように四六時中我 々に付き合ってくれ,感 謝の

気持ちでいっはいで した、

そのコスタ・リカか ら帰IJし報告岸をまとめると

多くの先生方か ら研修報告か14デせられ,参 加|され

た先生方の研修に対する熱心な研鑑ぶりと熱意が

感 じられました。

最後に,こ の報告語を作成するにあたり投稿 し

ていただいた先生方におネし中し Lげ るとともに、

雑しい注 文も受けていたたいた イクサ印明1には謝

いたします。 (ljこ iい
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